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地球温暖化をはじめ、多くの人為的な作用の結果、漁場環境が大きく変化しています。また、国内
経済の停滞、輸入水産物の増大によって、魚価が低迷し、漁業収入は低下しています。漁業者は環
境問題、経済問題の最前線ではたらく人びとといえます。
本研究は、以上のような漁業を取り巻く状況へ、漁業者がいかにして日々の活動のなかで対応し
ているのかを明らかにすることを目的としています。具体的には、生産については、漁場利用の実
態を、フィールドワークと聞き取り調査をもとに考察します。流通については、水産物市場や漁協、さ
らに小売店舗での聞き取り調査をもとに、水産物の価値づけや流通経路の実態を明らかにします。
このほか、かつての漁業地域の置かれた状況を歴史的資料や聞き取りを通して調査します。事例
研究を通じて、漁業地域がいかにして持続的に維持されるのかを考察し、他の地域での応用可能
性を探りたいと考えています。

研究概要

①「水産県長崎」の歴史・文化・経済の記録保存
②水産物の価値づけの実態調査
③漁業経営の実態調査
④水産物流通経路の調査
⑤水産物の消費形態の調査

産学連携の可能性（アピールポイント）

①大阪府岬町深日での長期調査（2014年～現在）
②兵庫県南あわじ市での長期調査（2017年～2019年）
③松浦魚市場での調査（2022年～）

外部との連携実績等
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